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戦
後
ア
　
ナ
　
キ
ズ
　
ム
運
動
史
年
表

（
一
九
四
六
年
～
一
九
四
八
年
）

戸
　
駒
　
信
　
也



・－27・－

盟
・
昔
年
共
産
同
盟
の
共
催
で
開
か
れ
る
。

8
・
2
2
　
山
本
忠
平
（
　
田
勘
助
）
追
悼
会
、
プ
ラ
ダ
ク
社
の

主
催
で
開
催
さ
れ
る
0

9
・
1
6
　
大
杉
栄
記
念
講
演
会
（
東
京
・
保
険
協
会
講
堂
）
ア

ナ
連
主
催
で
開
催
さ
れ
る
。

9
・
2
9
　
国
際
自
由
連
合
結
成
大
会
（
広
島
県
三
原
市
）
中
華

民
国
・
朝
鮮
よ
り
参
集
o

O
・
6
　
日
本
自
治
同
盟
結
成
さ
れ
る
。

1
0
・
6
　
解
放
青
年
同
盟
関
西
支
部
鰭
成
さ
れ
る
。

∴
∵
7
　
解
普
・
兵
庫
黄
熟
謙
虚
、
逸
見
宣
二
を
欝
師
に
迎
え

－
そ
開
催
さ
れ
る
。

1
0
・
－
補
　
佐
賀
自
由
人
連
盟
発
足
。

…
・
3
0
1
　
石
川
三
四
郎
、
長
野
県
下
を
講
演
旅
行
。
3
0
日
・

玉
田
・
3
・
1
日
・
滋
野
・
4
日
・
御
牧
原
・
滋
野
・
6

日
高
大
井
村
。
　
沢
・
、
南
沢
ら
が
韓
備
∴

1

　

　

6

t
J
　
　
　
†
▲

幽

〃
▲
　
　
　
h
d

l
L
　
2

2

’

8

12

　

　

5

〃
▲
　
　
一
“
▲

控
種
籾

岩
佐
作
太
郎
・
近
藤
憲
二
・
山
鹿
泰
治
・
青
山
大

学
ら
九
州
各
地
を
遊
説
旅
行
。
弼
患
・
佐
賀
百
・
1
7

日
・
佐
賀
県
鹿
島
町
約
日
・
福
岡
市
　
2
3
日
・
鹿
児

島
市
。
翻
島
・
井
原
・
杉
藤
・
武
ら
が
準
備
。

解
青
兵
庫
支
部
静
座
。
講
輔
“
・
小
笠
原
秀
実
‘

解
放
青
年
同
盟
全
国
大
会
準
備
委
開
催
さ
れ
る
。

解
普
兵
庫
支
部
諮
櫻
亘
講
師
・
市
川
臼
弦
。

岐
阜
で
研
究
会
開
か
れ
る
享
講
師
宣
布
川
自
殺
。

デー

7
・
l
　
ビ
キ
一
一

原
爆
実
験

7
・
1
2
　
読
売
新

聞
第
2
次
争

議

1
・
2
4
　
国
鉄
争

議

8
・
1
　
総
同
盟

第
－
回
大
会

8
・
1
9
　
産
別
結

成
大
会

、
…
・
　
壷
別
1
0

月
闘
争

1
・
3
　
日
本
国

‘
▲

憲
法
公
布
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l
　
●
－
夢

○
○
　
●
　
6

1
－
●
　
7

自
治
問
題
公
開
研
究
会
、
佐
賀
市
で
開
か
れ
る
。
同

タ
ア
ナ
遠
全
九
州
協
議
会
亘

上
月
砦
太
郎
死
去
。

無
政
府
主
義
演
説
会
、
福
岡
で
開
催
。
．

鹿
児
島
地
底
座
談
会
開
か
れ
る
。

自
然
人
連
盟
（
福
岡
）
発
足
o

幸
徳
秋
水
追
悼
講
演
会
（
東
京
・
教
育
会
館
）
ア
ナ

連
主
催
で
開
催
さ
れ
る
。

地
方
自
治
研
究
諮
演
会
（
佐
賀
県
湊
町
）
佐
賀
自
由

入
違
盟
主
催
で
開
か
れ
る
。

同
志
懇
談
会
、
大
阪
支
局
で
開
か
れ
る
。

2
・
1
3
～
　
研
究
社
労
組
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
。
委
員
長
・
水

沼
辰
夫
o

2
・
施
　
タ
ロ
ポ
ト
キ
ン
記
念
無
政
府
主
義
諮
損
金
（
東
京
・

文
化
学
院
）
連
盟
の
主
催
で
開
か
れ
る
。

∴
2
・
1
6
　
佐
賀
ア
ナ
キ
ス
ト
連
盟
鰭
成
さ
れ
る
。
佐
賀
自
由
人

連
盟
は
発
展
的
に
解
消
。
（
外
郭
団
体
と
し
て
生
活

互
助
会
結
成
）

2
㌧
㍗
福
岡
市
生
活
獲
得
同
盟
鯖
成
さ
れ
る
。
代
表
・
劃
島

譲
己

3
・
　
秋
水
会
発
足
す
る
。
坂
本
清
馬
・
岡
林
貫
松
ら
が
参

加
0

3
・
　
劇
団
「
近
代
座
L
 
L
L
ど
ま
こ
と
ら
が
結
成
す
る
。

4
・
5
　
久
保
譲
帰
国
歓
迎
会
開
催
さ
れ
る
。

1
・
1
　
平
新
1
2
号
　
○
農
村
の
建
設
的
任
務
（
小
笠
原
）
－
U

O
運
動
の
現
状
勢

1
・
鳩
　
平
新
盤
号
　
○
地
方
自
治
体
で
ど
う
闘
う
か
　
○
農

地
改
革
失
敗
か

1
・
2
2
　
平
新
地
号
〇
度
組
の
政
党
離
脱

2
・
5
　
平
新
船
号
　
○
絶
好
の
建
設
条
件
（
小
笠
原
）
　
○

提
案
・
新
秩
序
建
設
三
力
年
計
画
（
関
西
グ
ル
ー
プ
）

○
見
て
き
た
欧
州
（
久
保
）

2
・
1
0
　
解
放
青
年
4
号
　
○
共
産
党
宣
言
是
非
（
小
笠
原
）

発
行
・
解
放
青
年
同
盟

2
・
1
2
　
平
新
1
6
号
　
0
2
．
1
ス
ト
の
悲
劇
的
性
格
　
○
愛

国
ス
ト
の
危
険
性

2
・
海
自
由
社
会
新
聞
1
号
　
○
留
日
朝
鮮
同
胞
の
た
め
に

発
行
・
自
由
社
会
新
聞
社

台
・
5
　
平
薪
1
8
号
　
〇
日
農
全
国
大
会
を
見
る
　
○
指
令
ス

ト
よ
り
自
主
活
動
へ

4
　
●
　
2

4
　
●
　
9

平
新
1
9
号
　
○
吹
上
農
協
組
合
良

平
新
柳
号
　
○
中
国
の
動
向

平
新
2
1
号
　
○
ど
ん
な
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
か
　
○

世
界
労
働
者
運
動
と
綺
神
（
石
川
）

平
新
2
2
号
　
○
こ
れ
で
よ
い
か
民
主
々
義
教
育
　
○

生
活
革
命
と
新
秩
序
（
山
鹿
）

平
新
2
3
号
　
○
産
別
の
性
格
と
反
省
（
布
管
用
）

○
土
地
革
命
の
気
運
）
　
（
鷹
野
原
）
　
○
労
働
組
合

1
．
1
8
全
官
公
労

「
2
・
1
ゼ

ネ
ス
ト
宣
言
L

I
・
3
1
　
総
指
令

部
　
ゼ
ネ
ス

ト
の
中
止
命

令

3
・
1
7
　
世
界
労

連
日
本
視
察

団
諌
日

4
・
1
　
労
基
法

公
布

5
．
・
2
4
　
片
山
内

閣
成
立

6
．
・
，
8
　
日
教
組

結
成

1
．
・
2
5
　
全
国
農

民
組
合
結
成

9
・
高
　
ギ
ヤ
ス

、
リ
ン
台
風

1
0
・
5
　
コ
ミ
シ

フ
か
仙
ム
鮨

琵

〓
・
1
　
国
鉄
反



29

4
・
　
米
子
阜
長
崎
に
連
盟
支
部
で
き
る
。

5
“
2
　
無
政
府
豊
義
講
演
会
ふ
鹿
児
亀
嵩
開
催
さ
れ
る
。
二

〇
〇
名
参
集
。
主
催
・
九
州
地
協
。

5
・
3
　
4
・
6
　
無
政
府
主
義
思
想
講
座
（
東
京
・
教
育
会

館
）
解
青
同
の
主
催
で
開
か
れ
る
。

5
・
8
　
グ
ロ
ポ
ー
キ
ン
研
究
会
始
ま
る
。
（
東
京
）

5
・
i
O
～
旺
　
ア
ナ
達
第
2
回
大
会
用
催
さ
れ
る
。
（
東
京
・

日
赤
講
堂
）

5
・
2
4
　
馬
瀬
会
（
東
京
大
学
）
植
村
が
講
演
。
主
催
・
東
大

無
政
府
研
■
無
政
府
主
義
学
生
東
京
都
連
撥
会
議
。

∵
2
5
　
解
放
青
年
同
盟
解
赦
す
蔦

5
・
妨
　
講
演
会
へ
千
葉
・
香
取
郡
）
植
村
・
小
川
・
遠
藤
ら

欝
演
。
主
催
・
農
業
会
商
郁
々
会
。

5
・
怨
∴
講
演
会
（
別
府
・
要
法
事
）
岩
佐
・
副
島
ら
詩
演
。

主
催
・
九
州
地
協
。

5
・
0
0
　
公
開
座
該
会
（
土
佐
市
村
町
役
場
）
岩
佐
・
副
島
ら

参
加
0

5
・
3
1
　
研
究
会
（
逗
子
）
植
村
が
参
加
o
地
協
の
主
催
0

6
・
1
　
演
説
会
（
土
佐
・
蕨
岡
村
）
岩
佐
・
副
鳥
ら
演
説
。

6
・
1
3
　
研
究
会
（
横
浜
）
岩
佐
が
参
加
。
地
協
の
主
催
0

6
・
．
1
7
　
菊
地
清
吉
死
去
。

6
・
鮪
　
無
政
府
主
義
研
究
会
（
熊
本
・
第
七
高
等
学
絞
）
、

武
が
講
演
。
主
催
・
同
校
祉
研
0

7
・
3
　
国
際
自
由
連
合
懇
談
会
開
か
れ
る
o
　
（
三
原
）

7
・
5
～
6
　
九
州
地
方
協
議
会
開
か
れ
る
。
（
福
岡
）

5
●
2
1

5
・
鶴

6
・
Ⅱ

6
●
1
8

6
・
錨

7

　

●

　

2

1
●
　
1
6

1
・
2
3

1
・
5
0

8
●
　
1
3

戦
線
統
一
に
逆
行

平
新
嘗
号
　
○
教
職
か
ら
…
・
私
は
何
故
追
放
さ
れ

た
か
（
大
門
）
　
○
敬
語
施
設
へ
の
基
本
法
集
え
小

笠原）
平
新
2
6
号
．
賀
①
新
聞
売
り
つ
つ
宣
猿
人
福
岡
支
局
）

○
組
織
を
い
か
に
す
べ
き
か
（
市
川
）
　
○
ア
ン
・

リ
ネ
ル
の
個
人
主
義
と
タ
ロ
÷
1
（
松
尾
）
　
0
わ
れ

ら
と
ユ
譲
ぺ
ラ
ン
ト
1
ふ
山
鹿
㌣

平
新
2
7
号
　
○
組
合
運
動
の
組
織
と
清
神
1
（
布
官

用
）
　
○
連
絡
休
ま
華
能
力
組
織
へ
・
（
大
会
報
告
）

○
産
別
の
一
歩
前
進
二
歩
後
退

平
新
2
8
号
　
○
再
び
組
織
に
つ
い
て
（
市
川
）

平
新
2
9
号
　
○
解
青
は
な
ぜ
解
散
し
た
か
（
大
沢
）

○
片
山
内
閣
ご
ま
か
し
で
終
子
か

平
新
3
0
号
　
○
組
合
ボ
ス
を
追
放
せ
よ
′

平
新
哲
子
　
○
新
聞
普
及
闘
争
記
（
鶴
）
　
○
農
組

の
進
路

平
新
3
2
号
　
○
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
入
り
と
め
（
小
笠

原）平
薪
3
3
号
　
○
資
本
家
の
新
戦
術

平
新
3
4
号
　
○
青
年
部
確
立
の
た
め
に

平
薪
3
5
号
　
○
労
働
戦
線
の
統
一
を
急
げ

平
新
3
6
・
3
7
合
併
号
（
平
和
記
念
特
集
）
　
○
農
協

組
合
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
理
想
を
　
○
無
政
府
主
義
講

座
1

共
連
盟
結
成
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30

8
‥
蔦
　
東
海
地
方
連
盟
結
成
準
備
を
は
じ
め
る
。

／
8
．
鳩
　
八
・
一
五
記
念
講
演
会
（
東
京
・
文
化
学
擬
し
ア
ナ

連
が
主
催
。

8
㌧
鳩
　
八
・
一
五
記
念
演
説
会
（
福
岡
）
青
年
無
頼
同
盟
、

福
岡
・
佐
賀
両
連
盟
支
部
共
催
0

9
一
1
0
　
若
杉
サ
守
死
去
。
（
若
杉
浪
姓
の
母
）

1
0
｝
1
2
　
ア
ナ
連
東
京
地
協
結
成
薫
れ
る
。

1
0
・
1
8
～
1
9
　
ア
ナ
連
合
国
委
員
会
開
催
さ
れ
る
。

1
0
・
　
福
岡
無
政
府
主
義
研
究
会
鮨
成
さ
れ
る
。

的
・
5
0
　
浜
松
孝
太
郎
死
去
。

朝
つ
2
4
　
～
　
Ⅱ
・
1
3
．
岩
佐
作
太
郎
、
九
州
・
中
国
地
方

を
宣
伝
旅
行
す
る
。
2
5
日
・
福
岡
市
2
6
日
・
福
岡
市
・

・
2
7
日
・
福
岡
市
　
鉛
白
・
佐
賀
市
　
餓
日
・
緯
賀

正
　
県
鹿
島
町
　
鮒
日
・
佐
賀
県
牛
津
町
　
純
白
・
福
岡

市
　
2
日
・
別
府
市
　
3
日
・
中
津
市
　
4
日
・
福

岡
市
　
5
日
・
佐
賀
県
鹿
島
町
　
6
日
・
佐
賀
県
湊

町
　
7
日
．
同
浜
町
　
8
日
・
姫
路
、
の
各
地
で
講

演
、
座
談
等
を
す
る
。

n
二
測
　
愛
知
大
社
新
主
鰹
灘
波
会
、
小
川
・
伊
串
ら
が
語
源
。

1
2
・
6
‘
｝
j
j
　
鹿
児
島
に
て
学
生
社
研
講
演
会
、
小
笠
原
秀
美

が
講
演
o

1
2
・
1
4
　
ア
ナ
連
中
軽
油
協
．
西
日
本
連
絡
協
議
会
結
成
さ
れ

る
。
問
屋
よ
り
連
盟
主
催
演
説
会
開
か
れ
る
（
岡
山

市）

1
2
・
2
1
～
　
2
2
佐
賀
県
鹿
島
町
、
同
浜
町
で
演
説
会
。
岩
佐
ら

8
●
2
2

8
●
2
9

0
㌦
　
●
　
6

9
・
1
2

9
●
　
1
9

9
‥
2
6

1
0
・
的

1
0
●
1
7

m
・
親

日
．
1

日
・
7

1

●

．

4

1
　
　
　
1

、－も．・虹
．
2
1

Ⅱ
・
怨

1
2
・
5

1
2
・
1
2

平
新
3
8
号
　
○
平
和
運
動
に
於
け
る
無
政
府
主
義
者

の
任
務
（
植
村
）
　
○
片
山
内
閣
の
失
政
と
官
僚

平
新
3
9
号
　
〇
割
刷
出
版
労
組
の
争
議
．
Q
農
業
協

同
組
合
を
ど
う
つ
く
る
か

平
新
4
0
号
　
○
戦
術
と
時
代
（
久
保
）

平
新
生
号
　
○
労
働
戦
線
　
○
苦
難
の
農
業
協
同
組

合
　
○
耐
乏
強
要
の
片
山
内
閣

平
新
4
2
号
　
○
塩
尻
村
の
真
相
　
○
葬
ら
れ
た
社
会

主
義

平
新
4
3
号
　
○
自
力
で
た
っ
た
山
の
労
働
者
（
腸
野

原）平
所
持
号
　
○
吹
上
町
堤
防
尊
件
の
顛
末
　
○
労
働

連
動
の
新
方
向

平
新
4
5
号
　
○
出
版
労
組
の
争
議
頻
発

平
新
4
6
号
　
○
協
同
組
合
と
わ
れ
わ
れ
　
○
合
后
の

労
組
戦
線
統
一

自
由
新
開
1
号
　
○
ア
ナ
キ
ズ
ム
入
門
（
向
井
）

平
新
4
7
号
　
⑪
労
働
争
議
は
闘
争
だ

平
新
4
－
8
号
　
○
全
労
連
の
強
化
は
戦
濃
統
千
へ
の
逆

行
　
○
反
共
の
態
度
に
つ
い
て

平
新
4
－
9
号
　
〇
九
州
川
南
造
船
の
争
議
　
〇
九
州
中

国
宣
伝
行
　
○
無
政
府
主
義
修
業
（
山
鹿
）

平
新
的
号
　
〇
日
農
各
地
に
ゆ
ら
ぐ

平
新
帥
号
　
○
反
共
労
組
の
動
き

平
新
5
2
号
　
○
連
盟
の
性
格
弦
大
に
つ
い
て
（
副
島
）
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o
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4
・
飾
　
青
年
都
主
催
、
ブ
ル
ー
ド
ン
研
究
会
始
ま
る
。
（
東

京）

5
．
鳩
～
脆
　
ア
ナ
連
第
3
回
大
会
、
東
京
芝
・
中
央
労
働
会

館
で
開
催
さ
れ
る
。

5
・
2
9
～
3
1
　
東
北
地
協
結
成
大
会
、
仙
台
で
開
か
れ
る
。

⊥
6
・
9
　
三
原
で
中
国
地
協
開
か
れ
る
。

6
．
1
0
　
長
崎
・
五
島
に
五
島
自
由
人
連
盟
鰭
成
さ
れ
る
。
同

日
反
戦
演
説
会
を
主
催
o

6
・
鳩
　
東
京
地
方
協
議
会
・
労
働
者
協
議
会
開
催
さ
れ
る
。

6
・
1
2
　
京
都
で
学
生
懇
談
会
開
か
れ
る
。

6
．
2
7
　
大
阪
で
研
究
会
靡
か
れ
る
。

1
6
㌧
5
0
　
青
年
部
研
究
会
開
講
。
講
師
に
塩
長
五
郎
。

7
．
℃
　
大
阪
や
密
談
会
。
石
川
・
伊
福
部
＄
参
加
。

7
．
的
1
m
　
福
山
市
で
ア
ナ
キ
ズ
ム
讃
座
開
催
さ
れ
る
。
石

川
が
欝
演
。

7
・
鳩
　
狛
江
生
協
第
3
回
大
会
開
か
れ
る
0

7
・
鵜
　
広
島
市
で
講
演
会
。
石
川
・
伊
福
部
ら
韓
潰
す
る
。

主
催
・
広
島
平
民
新
聞
社
o

7
．
飽
　
東
京
・
立
川
市
で
講
演
会
。
岩
佐
が
講
演
。
主
催
・

三
多
産
自
由
人
連
盟
。

7
．
怨
　
三
島
製
紙
争
議
で
連
盟
員
・
福
田
武
寿
、
検
挙
さ
れ

る
0

8
・
1
　
東
京
地
協
開
催
さ
れ
る
0

8
．
1
4
　
平
和
記
念
小
集
会
開
催
さ
れ
る
。

8
・
1
5
　
八
王
子
で
講
演
会
開
か
れ
、
岩
佐
・
植
村
が
講
演
。

＼
3
・
的
　
無
政
府
主
義
会
議
2
号
　
○
無
政
府
主
義
私
見
（
離

島）

3
・
1
2
　
平
新
6
4
号
　
○
組
合
民
主
化
に
つ
い
て
（
布
留
川
）

○
西
隣
に
民
主
労
組

3
・
1
9
　
平
新
－
6
5
号
　
○
都
市
に
於
る
生
活
共
同
体

3
・
2
6
　
平
新
6
6
号
　
○
労
働
組
合
を
殻
擾
す
る
も
の
　
○
社

会
組
織
の
変
質
へ
　
（
山
形
）

4
・
9
　
平
新
6
7
号
　
○
税
金
闘
争
を
闘
う
（
姫
路
支
局
）

○
弾
圧
さ
れ
た
労
働
攻
勢

4
・
1
6
　
平
新
6
8
号
　
○
産
別
民
団
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
布

留
川
）
　
○
農
民
は
政
党
の
下
僕
に
非
ず

4
・
5
0
　
無
政
府
主
義
会
議
3
号
　
○
革
命
的
場
組
運
動
（
杉

本
）
　
○
平
和
運
動
か
革
命
運
動
か
（
大
沢
）
　
○

農
村
と
都
市
と
の
相
異
へ
石
川
）

4
・
鑓
　
平
新
6
9
号
　
○
平
和
を
守
れ
′
（
植
村
）
　
○
生
靂

管
理
を
守
れ
′

4
・
柳
　
平
新
川
号
　
○
生
簿
弾
圧
に
弾
固
闘
え
　
○
朝
鮮
人

教
育
開
題

5
・
1
　
平
新
7
1
号
　
○
新
社
会
に
適
応
す
る
農
民
団
体
を
結

成
せ
ん
（
農
民
相
互
扶
助
連
盟
）

5
・
1
4
　
平
新
嘗
ち
　
○
税
金
闘
争
の
成
果
（
姫
路
支
局
）

○
ふ
た
ゝ
び
戦
列
へ
　
（
小
松
）

5
・
鳩
　
無
政
府
主
義
会
議
4
号
　
○
労
働
運
動
私
見
（
都
鳥

）
　
○
組
織
間
鰭
に
つ
い
て

5
・
2
4
　
平
新
7
3
号
　
共
慈
覚
よ
い
同
志
還
る
（
副
島
）
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9
　
●
　
1
－

9
・
2
5

m
・
3

0
0
・
部

的
・
塊

1
0
●

0

“

101
1

主
催
・
喜
多
廃
合
出
入
連
盟

平
民
新
聞
阪
神
変
説
者
の
集
い
開
か
れ
る
o

八
王
子
で
講
演
会
。
岩
佐
・
近
麗
ら
が
講
演
。
主
催

・
東
京
地
協
。

佐
賀
で
無
政
府
農
園
、
井
原
未
九
郎
ら
に
よ
っ
て
韓

国
。
よ
っ
て
、
佐
賀
ア
ナ
連
解
消
し
、
福
佐
連
盟
に

改
組
o

岡
林
寅
松
死
去
。

青
梅
で
講
演
会
。
岩
佐
・
植
村
・
締
引
・
若
杉
・
杉

本
ら
が
欝
演
。
主
催
・
三
多
摩
自
由
大

東
京
抱
擁
開
催
さ
れ
る
o

福
住
連
盟
、
北
九
州
地
協
開
催
さ
れ
る
o

東
京
地
協
家
族
の
集
い
開
催
さ
れ
る
o

久
留
米
支
局
開
設
さ
れ
る
。

転
属
ら
「
自
由
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
o

兵
庫
地
協
鰭
成
さ
れ
る
。

Ⅱ
・
6
～
7
　
全
国
委
員
会
開
催
さ
れ
る
o
東
京
・
中
央
労
働

会
館
o

n
・
2
1
　
吉
祥
寺
で
講
演
会
開
催
さ
れ
る
。
岩
佐
・
種
村
・
綿

引
ら
諮
演
o
主
催
・
三
多
摩
自
由
人
o

n
・
5
0
　
早
稲
田
大
学
で
無
政
府
主
義
語
源
会
開
催
さ
れ
る
。

石
川
・
植
村
が
講
演
。

5
・
針

6

　

●

　

1

6
　
●
．
1
一

6

　

●

　

1

6
　
●
　
7

6
●
1
4

6
●
2
1

6
●
2
8

7
　
●
　
5

7
・
m

l
●
1
2

1
●
1
9

7
・
約

1
・
飾

○
起
ち
上
る
農
村
・
矢
本
の
同
志
不
正
追
求
の
先

に
　
○
大
会
報
告
　
○
浪
1
（
石
川
）

平
新
7
4
号
　
○
希
望
の
筑
豊
炭
田
六
割
豊
　
〇
度

農
村
・
盛
り
上
る
自
主
運
動

自
由
新
聞
4
号
　
○
税
務
署
と
闘
え

昔
年
労
働
者
1
号
　
発
行
・
連
盟
東
京
労
連
協
青

年
部

民
主
解
放
2
寧
　
i

平
新
7
5
号
　
〇
日
瓦
の
道
を
阻
電
着
（
杉
旗
＿

平
薪
7
6
号
　
○
俺
達
は
霞
別
を
脱
退
し
た

平
新
7
7
号
　
○
霞
別
氏
同
大
会
を
聴
く
　
○
朝
鮮

は
新
た
な
苦
痛
に

平
新
嘗
号
　
○
封
建
的
請
負
業
下
の
人
夫
圧
迫
蹴
っ

て
労
組
結
成
　
○
消
費
者
組
織
が
必
要
だ

乎
新
7
9
号
　
○
労
働
運
動
の
指
標
　
○
大
学
の
本
質

と
ス
ト
ラ
イ
キ
　
○
佐
賀
地
方
新
段
階
へ
　
○
東
北

金
属
反
共
め
ぐ
り
動
揺

民
主
解
放
3
号

平
新
8
0
号
　
○
民
団
ボ
ス
ど
も
の
新
党
画
策
を
嘗
残

せ
よ
o

平
新
8
1
号
　
○
天
皇
と
封
建
勢
力
　
○
買
出
し
検
挙

見
開
寵
（
小
松
）

無
政
府
主
義
会
議
5
号
　
○
原
理
原
則
が
わ
か
っ
て

い
る
か
　
（
水
沼
）

平
新
8
2
号
　
○
ア
カ
ハ
タ
に
抗
議
す
る
（
杉
態
）
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1
2
●
1
2

1
2
●
1
3

1
2
●
地

1
2
●
1
2

1
2
●
1
3

1
2
1
1
4

東
京
地
協
例
会
（
約
4
3
名
）
ビ
ク
タ
ー
争
議
の
報
告
。

佐
賀
地
協
・
小
山
－
、
逮
捕
さ
れ
る
。

研
究
会
（
横
浜
）
青
田
・
岩
佐
　
他
的
名
。

東
京
地
協
例
会
（
約
幼
名
）
ビ
ク
タ
ー
争
議
の
報
告

佐
賀
地
協
・
小
山
一
繭
、
逮
捕
さ
れ
る
。

研
究
会
（
横
浜
）
吉
田
・
岩
佐
櫛
名
。

8
　
●
　
9

8
●
1
6

8
●
2
3

8
・
5
0

9
　
●
一
1
－

9
●
1
3

9
●
2
0

9
1
2
7

幸
∴
丁

、ヽ

0
0
・
4

m
・
H

的
∴
1
8

的
・
1
8

的
・
2
5

m
÷
l

n
・
1

政
党
と
労
鋤
闘
争
．

平
新
嘗
号
　
○
分
裂
の
炭
坑
戦
線
か
ら
（
居
初
）
○

仝
所
労
結
成
　
○
貸
上
争
議
流
血
へ

平
新
警
号
　
○
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
の
領
向

平
新
8
5
号
　
〇
日
農
は
何
処
へ
行
ノ
、
二
Y

平
新
8
6
号
　
○
東
宝
争
議
大
詰
め
へ

平
新
8
7
号
　
○
牛
肉
雪
見
ス
ト
は
成
功
し
た
か

平
新
8
8
菅

平
新
8
9
号
　
〇
日
由
連
合
組
織
1

平
新
9
0
号
　
○
産
別
に
い
る
わ
れ
わ
れ
の
態
度
（
水

沼
）
　
○
職
場
の
同
志
諸
君
に
誘
う
（
大
沢
）
　
○

わ
が
組
合
の
現
況
（
吉
田
）

平
新
嘗
号
　
○
権
力
は
常
に
不
当
だ
（
岩
佐
）
　
○

ま
だ
足
り
ぬ
農
協

平
新
嘗
ち
　
○
い
が
み
あ
う
農
協
連
．
〇
天
皇
制
こ

そ
反
動
の
温
床

平
薪
9
3
号
　
○
無
政
府
農
園
報
告
記
（
井
原
）
　
○

政
党
不
信
よ
り
自
主
自
治
へ

自
由
連
合
1
号
　
○
各
所
属
労
組
か
ら
動
き
と
闘
い

発
行
・
ア
ナ
遵
労
連
協

平
新
嘗
モ
　
○
相
次
ぐ
疑
獄
事
件
　
○
東
宝
争
議
解

決リ
ベ
ル
テ
（
申
国
文
化
改
題
）
1
号
　
政
治
と
文
学

の
ノ
ー
ト

民
主
解
放
1
号
　
○
哲
学
へ
の
疑
義
∵
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1

、

へ

【
＼
∴
〝
J
I
　
　
）
」

＼
－
一
l

∴

∵鶏

n
・
l

H
・
8

Ⅱ
・
2
2

日
・
2
9

1
2
●
6

1
2
1
1
3

平
新
9
5
号
　
○
無
政
府
農
園
を
訪
う
（
都
島
）
　
〇
・

誰
が
た
め
の
魔
組
か
o

平
新
嘗
テ
　
自
治
体
民
主
化
の
闘
い
　
○
そ
の
后
の

人
夫
請
負
業

平
新
9
7
馬
　
○
天
皇
藩
無
罪
か
？
　
Q
朝
日
新
関
争

議
の
教
え
る
も
の
　
〇
第
二
紀
会
は
何
を
し
た
か
ー

乎
新
嘗
で
　
○
市
民
税
の
拒
否
（
姫
路
支
局
）
　
○

闘
善
意
の
労
組
強
化
の
道
　
　
／
！
も
・
＼
｝
∵
∵
し
主
計

平
薪
9
9
夢
（
○
嬢
民
支
配
の
下
心

平
新
抑
号
　
〇
百
号
は
籠
洋
舞
旛
・
高
調
・
岩
佐
　
■

・

水

沼

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

U

章

二

÷

、

y

J

“

高

許

　

　

　

　

　

無

　

～

　

l

　

鞍

こ
沿
革
表
は
、
き
わ
め
て
不
完
全
な
形
で
遼
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
妥

当
性
を
欠
く
点
も
恐
ら
く
あ
る
法
ろ
う
し
、
書
き
彊
さ
な
け
れ
螺
雷
鳴
な
頂

点
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
－
の
欠
点
亀
一
年
接
を
作
殻
や
単
ゆ
尊
過
程
で
、
文
献
を
た
ど
っ
て
ゆ

く
以
外
の
方
法
を
と
り
得
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
o
そ
の
文
献
自
体
、
我
々

が
入
手
し
得
る
程
度
の
き
わ
め
で
襲
い
範
囲
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

偶
然
に
・
あ
る
い
は
意
図
的
に
触
れ
ら
れ
セ
い
な
い
畿
ゆ
か
の
点
電
見
出
す

モ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
れ
が
あ
る
。

J
聾
一
の
最
大
め
欠
点
は
、
我
々
が
あ
る
程
度
の
事
実
認
識
に
基
づ
小
童
戦

局
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
の
実
懐
空
、
（
登
る
小
塙
虚
像
さ
え
も
）
持
ち
得
質
朴
兜

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
記
述
ゆ
不
適
格
、
誤
認
、
あ
る
い
は
愚
図

的
な
書
き
違
い
等
々
を
見
抜
け
ず
に
記
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
3
断
片
的

な
脈
霜
の
な
い
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
年
表
を
作
成
す
る
作
業
が
、

〝
戦
后
漣
動
史
誰
の
流
れ
経
緯
忙
別
し
て
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
そ
の

三
雲
な
原
因
を
発
し
て
い
る
b

∵
あ
く
ま
で
も
強
調
車
淀
お
き
た
臨
め
膿
冨
憶
胸
惇
境
港
忠
敬
吃
掲
載
す
る

理
由
が
完
成
し
た
か
診
発
奏
す
色
と
い
う
の
で
は
な
い
連
理
薄
o

ひ
と
つ
の
理
由
は
、
説
教
嘉
詳
述
・
．
市
史
の
誤
認
か
卦
蛋
じ
て
ゆ
く
た

め
達
吉
多
く
の
書
き
洩
ら
し
等
を
追
加
し
て
記
述
し
た
い
こ
と
に
あ
る
o

も
っ
と
卒
瞳
に
云
う
な
ら
ば
、
年
表
作
成
の
た
め
の
文
献
の
指
摘
、
提
供
（

あ
る
い
は
写
し
を
と
ら
せ
て
頂
く
）
を
お
願
い
し
た
い
こ
と
と
、
直
接
に
戦

后
の
運
動
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
出
来
る
だ
け
お
話
し
を
伺
い
た
い

と

い

う

に

と

の

”

　

　

　

　

、

写

　

　

　

　

　

し

、

も
う
一
点
は
、
こ
の
戦
局
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
年
表
（
連
動
史
）
を
た
ど
っ

て
ゆ
く
作
業
に
も
っ
と
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
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で
あ
る
○

事
実
認
訟
の
欠
落
し
て
い
る
＜
戦
后
ア
ナ
キ
ズ
ム
V
へ
の
批
判
は
、
現
実

の
力
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
か
な
い
ば
か
り
か
、
敗
戦
后
教
年
間
の
短
い
期
蘭
で

の
誤
ま
U
を
再
び
く
り
か
え
し
て
し
ま
う
績
果
を
も
霞
む
か
も
し
れ
な
い
Q

で
あ
る
。
加
え
て
、
組
織
論
・
連
動
論
∴
を
形
成
し
て
ゆ
く
た
め
の
重
要
な

ヒ
ン
ト
が
戦
后
の
遠
勅
の
中
に
垂
る
か
も
し
れ
な
い
、
な
ど
の
期
待
が
こ
の

戦
后
の
運
動
を
た
ど
っ
ギ
ゆ
く
作
業
を
は
じ
め
た
理
由
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
表
は
合
后
何
抱
か
に
分
け
て
登
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
．
そ
の
為

に
現
在
も
記
入
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
別
に
、
月
一
回
、
年
表
そ
の

他
の
文
献
を
資
料
止
し
て
会
合
が
も
た
れ
て
い
る
。
参
加
・
あ
る
い
は
作
鏡

へ
の
協
力
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ベ
ラ
ポ
ー
プ

グ
ル
ー
プ
に
関
係
し
て
い
る
数
名
。
正
確
に
は
、
中
村
、
工
藤
、
奥
沢
、
戸

駒
ら
が
と
の
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
細
か
い
作
業
な
ど
で
は
、
そ
の
他
の

人
々
の
筋
力
を
も
得
て
い
る
。
な
お
、
今
回
の
掲
載
分
は
戸
駒
恒
也
に
そ
の

責
任
が
あ
る
。

一
、
資
本
主
義
機
構
の
廃
絶

「
人
種
、
民
族
、
国
籍
は
よ
る
差
別
な
き
世
界
平
和
横
棒
の
実
現

一
、
文
化
と
科
学
の
最
高
度
の
発
達
、
そ
の
自
由
な
る
享
有

日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
連
盟
・
行
動
綱
領

（
固
有
・
但
し
全
二
十
－
項
）
－

÷
天
皇
制
資
本
主
義
の
打
倒
、
全
人
民
の
人
権
確
立
と
生
活
権
　
謀

三
、
地
域
的
、
職
域
的
、
人
民
自
治
委
員
会
の
確
立
と
全
国
的
自
由
連
合

四
、
労
働
組
合
、
農
民
組
合
そ
の
他
の
自
主
的
団
体
の
自
由
連
合
組
織
の

確
立

五
、
革
命
的
共
同
戦
旗
体
と
し
て
の
人
民
戦
線
の
確
立

六
、
公
共
官
営
専
業
の
人
民
管
理
I
I

七
、
資
本
と
生
産
機
関
の
勤
労
者
管
理

九
、
七
時
間
労
働
制
の
確
立
と
労
働
条
件
の
徹
底
的
改
善

土
、
強
権
に
よ
る
食
種
供
出
の
反
対
。
農
民
の
自
主
的
供
出
と
農
村
必
需

物
資
の
供
給

士
雪
生
産
資
材
と
生
活
必
需
物
資
の
人
民
に
よ
る
管
理
分
配

日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
連
盟
・
綱
領

（
一
九
四
六
年
五
月
十
二
日
、
結
成
大
会
で
採
掘
）

－
、
支
配
と
搾
取
な
き
自
由
連
合
社
会
の
建
設

こ
の
綱
領
・
行
動
綱
領
は
、
大
沢
正
道
氏
の
「
戦
後
日
本
の
ア
ナ
キ
ズ
・
華

ム
運
動
」
の
文
中
に
引
属
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
1
2
の
項
が
欠
け
て
い
る
．

大
沢
氏
は
そ
の
文
中
で
、
行
動
綱
領
の
う
ち
特
に
第
五
項
、
「
革
命
的
共

同
戦
線
体
と
し
て
の
人
民
戦
線
の
確
立
」
を
＜
注
目
す
べ
き
点
＞
と
し
で

指
摘
し
て
い
る
o


